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図 1　キンオビハナノミと同じ属のヨツモン

ハナノミ （小笠原 : 尾園 暁氏撮影）．

　私事ですが、 今春に定年を迎え、 6
年間の学芸部長職から解放されます。

この機会に私の歩んできた道を回
か い こ

顧して

みると、 大きな転換期にはいつも昆虫が

関係していました。 まさに 「昆虫人生」

ですが、 それをトピックス的に紹介しま

しょう。 いくつかは自慢話になってしまい

ますが、 どうぞご寛
かんよう

容ください。

ハナノミとの出会い

　昆虫少年だった私は、中学 2年になっ

て初めて小さな甲
こうちゅう

虫の世界を教えられま

した。 それまでチョウやクワガタなど大型

昆虫しか見えていなかったのに、 意識

して探してみるとふしぎなことに、 体長

1 cm 以下とか 1 mm 程度とかの小さな

種類がいくらでも見つかるのです。 すっ

かり夢中になってしまいました。 中でも

憧
あこが

れはハナノミ科の甲虫でした。 針状の

尻
し っ ぽ

尾 （尾
びせつばん

節板） をもつ異様さに魅かれ

たのかどうかわからないのですが、 とに

かく図鑑を眺めていてハッとしたのです。

　そのハナノミとの衝撃的な出会いは、

中学 3年生のときでした。 キンオビハナ

ノミという美しい種類 （図 1） をコナラの

葉上に見つけたのです。 とっさに振った

網の中には、 しかし、 いくら目を凝らし

てもその姿がないのです。 絶望感にさ

いなまれながら立ち上がると、 なんと同

じ葉上にその姿が！今度こそと、 慎重に

振った網の中には、 しかしまたもや入っ

ていなかったのです。 今度は葉上には

その姿はありません。 信じられない気持

ちのまま、 何度もその場所を見回ってい

ると、 また同じコナラに見つけました！

ようやく毒
どくかん

管に収めたときの気持ちをわ

かっていただけるでしょうか？ そして、 な

ぜ 2度も失敗したのか、 それはずっと後

で知ることになります。

　しかし当時は、 ハナ

ノミへの憧れは現実的

ではなく、 じっさいの

関心はチョウやカミキ

リムシに向けられまし

た。 私が過ごしてきた

横浜には、 美しいハ

ナノミはキンオビハナ

ノミ 1種くらいしか生息

していなかったからで

すし、 もっとも憧れた

グループ （オビハナノ

ミ属） は西南日本から

東洋熱帯に多かった

からです。

博物館の学芸員になるまで

　私の将来の希望は、 地理の高校教師

になり、 趣味としてカミキリムシを収集す

ることでした。 そのため高校 2年になる

とき、 進路を文系にしました。 ところがい

ざ大学受験となって、 初めて自分の愚

かさに気がついたのです。 家庭の事情

もあり国公立しか受けるつもりはなかった

のですが、 そこでの地理学科はなんと

みな理学部に所属していたのです。 『地

理は社会科の 1つだから文系に進んだ

のに！』 と嘆いても、 数学 III を履修し

ていなかった者には理学部受験は無理

でした。 どこでもいいや、 もっとも便利な

ところと選んだのが東京都立大学経済学

部でした。

　人生はわからないものです。 入学した

最初の日、 クラスの自己紹介で私の前

に座っていた S が 『チョウが好きなあま

り、 一浪 （ひとなみ） に勉強してしまっ

た』 と語ったのです。 私の驚きは察して

いただけるでしょう。 S のおかげで当時

活発だった京浜昆虫同好会活動に参加

し、 学業そっちのけで昆虫三昧の生活

を送るようになりました。 やがて同好会の

運営幹事となり、 昆虫界のベストセラー

となる 「新しい昆虫採集案内」 I ～ III
巻の編集にも加わりました。

　全共闘運動の吹き荒れる中、 卒業し

た （させられた？） 私は翌年、 S たちと

雑誌 「月刊むし」 （2008年 2月現在で

444号） を創刊しました。 編集技術を磨

くために一時ある出版社に就職し、 また

「月刊むし」 編集に戻るなど、 不安定な

がら楽しい生活を謳
お う か

歌していました。 とこ

ろが一転して、 1978年に神奈川県教育

庁文化財保護課の非常勤職員に誘われ

ました。 県下一斉の昆虫調査を行うため

でした。 なんとか学芸員資格を取得して

1980年に常勤職員となり、 主に天然記

念物関係の業務に携
たずさ

わっていましたが、

人事異動で 1985年に県立博物館へと

移り、 現在に至っているわけです。

　このように振り返ってみると、 われなが

ら本当に波乱に富んだ生き方だなあと感

心します。

日本産カミキリ大図鑑

　京浜昆虫同好会時代からは、 カミキリ

ムシ中心に採集に励んできました。 その

中でとくに印象に残る採集行は、 1969
年の屋久島、 1974年の沖縄八重山諸

島、 それに 1976年の小笠原でした。 屋

久島では、 山頂で薄墨色のヘリウスハナ

カミキリ （新亜種として学名に初めて私

の名がつけられた） を発見し、 また当時

は珍品として知られていた憧れのオビハ

ナノミ属をいくつも採集することができま

した。 八重山と小笠原では、 そのオビハ

ナノミ属をはじめとしたハナノミ類の採集

法を会
え と く

得し、 新種を含む多数を得ること

ができたばかりか、 西表島では憧れのベ

ニボシカミキリ （図 2） を、 また小笠原母

島ではミイロトラカミキリ （図 3左） という

予期せざる新種も採集できたのです。

図 2　憧れの虫の 1つだったベニボシカミキリ（西表島 : 筆者撮影）．
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　1977年からは、 ハナノミやカミキリムシ

の新種記載を始めました （図 3右）。 英

語は大の苦手だったところに加え、 論文

を推
すいこう

敲してくれたのが国立科学博物館

の上野俊一博士でした。 上野先生はネ

イティブの原稿すら直してしまうほどきび

しいことで有名でしたから、 当時の私の

悲惨さも想像していただけるでしょう。 で

もそのおかげで、 いつからか他人の原

稿を推敲する側になっていますから、 恥

をかくのも修業のうちと思います。

　1984年には講談社から日本鞘
し ょ う し も く

翅目学

会編 「日本産カミキリ大図鑑」 を発行し

ました。 計画したのが 1977年でしたか

ら、 足かけ 8年にわたる事業でした。 言

い出した私が編集 ・ 渉外などの諸用務

に加え、 図版製作と本文執筆の大部分

を担当しましたが、 日本産の全種 ・ 全

変異の標本を集めてそれを再記載し、

カラー図版に掲載するというとんでもない

計画でした。 この事業のおかげで私自

身も相当に疲
ひ へ い

弊したのですが、 若かっ

たことでなんとか乗り切れたのだろうと思

います。 自慢させてもらうなら、 図鑑とし

ての構成から内容まで、 いまだ右に出る

出版物はないでしょう。

　その大図鑑発行後は、 私の中からカミ

キリムシの分類学的な研究意欲が衰退し

ていったのですから、 皮肉と言えば皮肉

なことです （理由は後ほど）。

生物地理～古伊豆半島説～

　なぜか私は、 若いときから生物地理を

考えるのが好きでした。 学生時代から国

立科学博物館の故黒沢良彦博士に教え

ていただいてきたことが、 より拍車をかけ

てきたように思います。 とくに黒沢先生

の古伊豆半島成立説には惹かれました。

第四紀のある氷
ひょ うき

期に伊豆諸島は伊豆半

島と陸続きにあったはず、 という説です。

カミキリムシ相から見ても、 そう考えるの

がもっとも納得が行きますが、 もちろん

地学研究者には受け入れられません。

　県立博物館発行の 「神奈川自然誌資

料」 の創刊号 （1980年） に大胆にも私

は、 巻頭論文 「神奈川県の昆虫相の特

性とそれを支えてきた要因」 を寄
き こ う

稿し、

富士火山の大きな影響を指摘するととも

に古伊豆半島の成立を想定しました。 こ

の論文では、 分布していない種類に注

目するという逆転の発想で、 伊豆箱根

欠如要素という概念を提唱し、 生物地

理思考に一風を吹き込んだという自負が

あります。 また、 私がその 5年後に県立

博物館の学芸員になって 「神奈川自然

誌資料」 の編集に関与してきたという運

命にも、 感慨深いものがあります。

　県立博物館時代には、 休憩時間やア

フターファイブに、 違う分野の先輩たち

や外部研究者とよく意見を交わしたもの

です。 いま振り返ってみても、 それが自

分にとって研究の大きな糧となってきたと

思います。 こうした場は博物館の最大の

長所のはずですが、 最近は業務の多忙

さや社会的事情からなくなりつつあるの

が残念です。

博士論文のテーマ

　県立博物館の自然部門が現在の県立

生命の星 ・ 地球博物館として再スタート

したとき、 当時の副館長から博士号を取

得するように命じられました。周囲の方々

はカミキリムシをテーマにすると思ったそ

うですが、 私はあえてオビハナノミ属の 1
亜属であるハリオオビハナノミ類 （図 4）
の分類学的研究に決めました。 先述の

「日本産カミキリ大図鑑」 の効果でしょう

か、 すでに新進のカミキリ研究者たちが

育ちつつありましたので、 カミキリムシは

彼らに任せたかったのです。 一方、 ハ

ナノミ類は私の手元には多数の標本が

集まっていたのですが、 日本でも海外で

もほとんど研究が進んでいませんでした。

どうせ本格的な研究に取り組むのなら、

未知の分野の方こそやりがいがあります。

　幸いなことに当時、 東京農業大学昆

虫学研究室の渡辺泰明教授の特別な計
はか

らいを得て、 博物館に勤務しながら 1年
間ほど研究生として在籍させてもらうこと

ができました。 なんとか農学博士をいた

だく栄光に恵まれたのも、 関係のみなさ

んのおかげだと感謝しています。 ただ農

学を （実質的には経済学も） 学んでこ

なかった者としては気恥ずかしく、 『不経

済学部卒業の無農学博士』 と言うのが

私の口ぐせです。 なお、 この研究では

分類学的な系統整理と多くの新知見の

ほかに、 シダの胞子が腸内に詰まって

いた事実から、 成虫がそれを好んで食

べる生態を明らかにできました。 昆虫の

シダ胞子食が確認されたのは、 アザミウ

マの 1種に続き、 この亜属 （のおそらく

全種） が 2番目のようです。

これからの夢

　今春からは、 自分のやりたい研究も少

しはできるでしょう。 いままでに集めた多

数の標本を整理するとともに、 いま取り

組んでいるコブヤハズカミキリ類 （図 5）
の種間関係と分布の動態、 神奈川県の

カミキリムシ相の集大成、 世界のハナノ

ミの分類学的な研究などなど。 それに

お世話になった博物館に対してはもちろ

ん、 昆虫界のお役にも立たなくてはいけ

ませんね。 学会のこと、 保全のこと、 ま

だまだ老いてはいられないと、 心機一転

の気持ちです。

図 4　葉上に落ちているシダの胞子を食べ

るノムラオビハナノミ （沖縄島 : 筆者撮影）．

図 5　ヤマウドの枯れ葉を食べるタニグチコ

ブヤハズカミキリ （山梨県 : 筆者撮影）．

図 3　左 ： 学名に筆者の名前がつけられ

たミイロトラカミキリ （小笠原 : 日本産カミ

キリ大図鑑、 講談社より）． 右 ： 筆者が

1977年に初めて新種命名したイリエオビ

ハナノミ （八重山諸島産）．


